
2026 WED 12:10～13:00

パシフィコ横浜ノース 第1会場 3F G301＋302

「膵臓を切る側、残す側の周術期管理の最適解」

～膵臓近傍におけるリンパ節郭清と合併症マネジメント～

6 24/

座 長

演 者

共催︓第51回日本外科系連合学会学術集会 ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 メディカル カンパニー（ジョンソン・エンド・ジョンソン メドテック）

学会HP ⇨ https://med-gakkai.jp/gekakei2026/

第51回日本外科系連合学会学術集会 ランチョンセミナー01

井上陽介先生 帝京大学医学部外科学講座肝胆膵外科

演題名：膵を守る手術手技
―胃外科における低侵襲手術と膵関連合併症回避の実践―

速水克先生 がん研有明病院消化器センター胃外科

演題名：膵頭部癌における郭清範囲の最適化と術後合併症回避の工夫
ー膵液漏低減のための膵切離法ー

小野嘉大先生 がん研有明病院消化器センター肝・胆・膵外科

【お問い合わせ先】
ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
サージェリー事業部 AS東京１新田桜子
Tell：070-2677-0095 Mail：SNitta1＠its.jnj.com

胃・膵臓手術において、精緻なリンパ節郭清が術後経過や合併症発生に直結する重要な分岐点となります。
特に郭清においては、根治性を担保する一方で、膵液瘻や出血、感染など膵臓起因合併症の発生リスクを大きく左右いたします。
本セミナーでは、膵臓を切除する立場と温存する立場、それぞれの視点から、郭清の考え方・合併症低減のための工夫、
さらに膵臓起因合併症発生時の対応について議論いたします。
術前・術中の判断から術後マネジメントまでを一連の流れとして捉え、胃・肝胆膵外科における最新の周術期管理を共有すること
を目的としております。
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